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１．活動の目的・背景

（1）飲料水ペットボトル配布活動（水ボラ）

　飲料水ペットボトル配布活動（通称「水ボラ」） は、
2011年3月に発災した東日本大震災津波被害に対する支援
物資として岩手県に寄せられた飲料水のペットボトルを、
自身も出張中に津波に遭遇した岩手県立大学盛岡短期大
学部の教員が、岩手県立大学の学生・教職員と一緒に、
被災者が居住する仮設住宅等に手渡しで届けたことから
始まった。
　ライフラインが復旧し、支援物資の提供が終了した後も、
公益財団法人本庄国際奨学財団からの寄付金や㈱伊藤園
からの飲料水の提供などの支援を受けながら、「仮設住宅
等への転居を余儀なくされた地域住民に対し、世帯ごとに
飲料水を配布することで会話のきっかけとし、『声かけ』『見
守り』を行うととともに、新たな地域コミュニティ形成の
一助とする」ことを趣旨として活動が続けられた。

（2）学生交流への拡大

　一方、オハイオ大学（アメリカ合衆国オハイオ州アセン
ズ市）からは、2011年の震災発生直後に合同ボランティ
ア活動の申し出を頂き、中部大学（愛知県春日井市）に留
学中のオハイオ大学の学生や教職員と本学の学生・教職
員が毎年度一緒に、宮古市や山田町等において活動を行っ
ていた。
　2013年、この合同ボランティア活動に「水ボラ」を取
り入れたことにより、参加者の範囲を拡大した「拡大水ボ
ラ」と呼ばれるようになった。中部大学とオハイオ大学は
既に約50年前から交流が行われていたところ、2016年に
は岩手県立大学からオハイオ大学への学生派遣制度が創
設されたことを契機に、３大学の学生交流が可能となった。
また、2018年からは、これら３大学に加え、本庄国際奨
学財団の奨学生である全国各地の外国人大学生等も参加
するようになり、４団体による活動となった。

２．復興防災学習プログラム
　　としての活動
　
　2022年からは、サービスラーニングを中心とした防
災学習「復興防災学習プログラム」に位置付けを進化さ
せ、Covid-19の蔓延による２年間の休止を経て３年ぶ
りに活動を復活させた。
　2025年の復興防災学習プログラムは、８月８日から
10日までの３日間、岩手県立野外活動センターを拠点に、
オハイオ大学、本庄国際奨学財団及び岩手県立大学から
96名が参加し、被災住民との交流や支援活動を行った（写
真1）。

（1）参加者の内訳

（2）プログラムの概要

①事前学習・交流会　【岩手県立野外活動センター】
　初日は、参加３団体の代表者からの挨拶に続き、東日
本大震災津波を契機とした飲料水配布活動（水ボラ）と、
これまでの交流の経緯等について説明が行われた後、ア
イスブレイキング（写真2）により参加者相互の交流を
図った。

 ②東日本大震災津波遺構等見学【高田松原津波復興祈
念公園】
　２日目は、高田松原津波復興祈念公園において、３班
に分かれて現地ガイドの解説を頂きながら東日本大震災
津波伝承館、防潮堤（海を臨む場）、奇跡の一本松及び
旧気仙中学校（写真3）を見学した。

 ③住民との交流プログラム【県営栃ケ沢アパート】
　２日目午後は、県営栃ケ沢アパートを訪問し（写真4）、
㈱伊藤園から提供頂いた飲料水のペットボトルを全世帯
に配布しながら声掛け活動（水ボラ）を行うとともに、
本庄国際奨学財団提供の落語会を住民の皆さんと一緒に
鑑賞した。

④交流会 キャンプファイヤー【岩手県立野外活動セン
ター】
　２日目の夜はキャンプファイヤーを囲んだ交流会（写
真5）を実施した。外国人留学生による点火式の後、ジェ
ンカ（フィンランドのフォークダンス）を皮切りに外国
人留学生の母国など世界各国の歌と踊りが披露され、参
加者全員で盛り上がった。地元の岩手県立大学からは、

「盛岡さんさ踊り」が紹介された。

⑤大船渡市大規模林野火災被災住民との交流【大船渡市
赤崎町地内】
　３日目は、2025年２月に発災した大船渡市大規模林
野火災により被害を受けた大船渡市赤崎町外口地区の住
家と、旧蛸の浦小学校仮設住宅を訪問して飲料水配布活
動（水ボラ）を行い、今年度のプログラムを締めくくっ
た（写真6）。

原則９：  持続可能性を推進する該当する
原則
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写真1 県営栃ケ沢アパート集会所で記念撮影

写真2 アイスブレイキングの様子

写真3 旧気仙中学校の見学の様子

写真4 栃ケ沢アパートでの水ボラ活動の様子

写真5 キャンプファイヤ―（盛岡さんさ踊り）の様子

写真6 大船渡市での水ボラ活動の様子

所属団体 学生 教職員等 計
オハイオ大学 14 2 16
公益財団法人
本庄国際奨学財団 26 4 30

岩手県立大学 37 13 50
計 77 19 96


